
平成24年６月橋本市議会定例会会議録（第５号）その４ 

平成24年６月21日（木） 

                                          

                                        

 日程第12 議案第１号 平成24年度橋本市

一般会計補正予算（第１号）に

ついて 

○健康福祉部長（北山茂樹君）現在の三石保

育園の備品をできるだけ活用して、残り、必

要な部分だけを今回補正予算として上げさせ

ていただきました。 ○議長（井上勝彦君）日程第12 議案第１号

平成24年度橋本市一般会計補正予算（第１号）

について を議題といたします。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 これより質疑を行います。便宜、補正予算

説明書により、歳出から款別に行います。補

正予算説明書の平成24年度一般会計補正予算

（第１号）の８ページをお開きください。 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に６款農林水産業費、７款商工費、14ページ

から17ページまで、質疑ありませんか。 

 17番 松本君。 

 まず、２款総務費、８ページから11ページ

まで、質疑ありませんか。 

○17番（松本健一君）商工費のほうで、17ペ

ージをお開きください。コミュニティ助成事

業補助金250万円に関してですけれども、これ

は、歳入のほうで見ますと市民安全課のほう

で、歳出のほうは商工観光課ということにな

っているんですけれども、先日も一般質問で

少し質問させていただいた部分と関連してく

るんですけれども、市民との協働が進んでく

ると、このコミュニティ助成の対象が必ずし

も市民安全課だけでは対応し切れずで、各課

もしくは各部で窓口となって助成の申請をし

ていくということがあるかと思うんですけれ

ども、ほかのコミュニティ助成金等の窓口と

なる対象はどれぐらいあるんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、３款民生費、４款衛生費、10ページから

15ページまで、質疑ありませんか。 

 22番 中本正人君。 

○22番（中本正人君）13ページの18番、備品

購入費についてお伺いしたいと思います。こ

れは、来年４月開園の三石保育園の備品だと

思うんですけども、どういう備品なのか、ち

ょっと内訳を教えてください。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）厨房備品、そ

れから園庭の備品、その他の備品として合計

4,000万円を補正してございます。 

○議長（井上勝彦君）総務部長。 

○総務部長（森川嘉久君）今回のこの助成に

つきましては、財団法人自治総合センターか

らの一般コミュニティ助成事業ということで

助成金がございますので、それの取りまとめ

を市民安全課のほうでさせていただいて、い

ろいろな方法があったんですけども、最終的

に、今回ここに上げております、北馬場地区

に対する助成という形に結果的にもなったと

いうことでございまして、先ほど松本議員言

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）22番 中本正人君。 

○22番（中本正人君）この三石保育園は、一

応危険ということで移転ということですよね。

新しくできた保育園でもありませんし、これ、

従来の器具というのは使えないんですか。そ

の辺だけ、ちょっとお伺いします。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 
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われております、全体でどれぐらいという意

味がちょっと。ちょっと質問の趣旨が理解で

きませんで、申しわけございません。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）ちょっと説明の仕方が

悪かったと思うので、もう一度、再度説明さ

せていただきますけれども、このコミュニテ

ィの助成は、確かにお祭りの部分であったり、

これまでもいろいろと出てたと思うんですけ

れども、今先ほどおっしゃっていただいた自

治のその窓口は、必ずしもそういうことに限

ったものではないと思うんです。たしか、ス

ポーツの助成であったりとか、さまざまなイ

ベントでも活用ができる申請だと思います。

その点について、ご説明をしていただきたい

ということでお願いします。 

○議長（井上勝彦君）総務部長。 

○総務部長（森川嘉久君）ちょっと要綱の持

ち合わせがございませんので、きちっとした

ご回答になるかどうか申しわけございません

が、かなり広い形でやっておりますので、こ

の自治総合センターの助成事業につきまして

は、ほかにも生ごみリサイクルの環境関係の

事業であるとか、それからスポーツの振興と

いうようなところであったかと思います。大

変申しわけございませんけども、現在、要綱

を持ち合わせておりませんので、また後ほど

ご回答させていただきます。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）これ、対象がかなりあ

ると思うんです。で、取りまとめていらっし

ゃるのは、市民安全課と企画のほうも一部持

っていらっしゃったと。たしか。担当のほう

で聞かせていただくと、企画のほうでこの部

分に関しては聞いてくださいということがよ

くあります。またこれは調べていただいたら

結構だと思います。 

 ただ、申請するときには、各課で関係する

ところに一度出してくださいというご案内が

あります。去年の暮れから私もこのことを知

ったので、先日からお話の出ている地球温暖

化対策の方々、活動費、今年は「きのかわ環

境フェア」というのを、できればこの紀の川

市流域で、昨年は紀の川市でやられたので今

年は橋本市でやりたいという思いがあって、

その予算を取りたいと。去年、五條市でこの

関連の申請、助成を受けられていたというの

を聞きまして、その担当窓口を通じて出して

くれということだったので、させていただい

たところ、今年の申請締め切りに結果的に間

に合わなかったというお話になったんです。

これは、手続き的にはその団体からはちゃん

と申請は担当に上がってたと思います。ただ、

不慣れなことがあったので、結果的に今年は

助成の申請が県のほうには出せなかったとい

うことで回答が返ってきました。 

 できる限り、これは、これからの時代でど

んどん使っていきたい。対象となるかどうか

というところは、もちろん県のほうで調整し

たり、その団体で選考されるので仕方がない

んですけれども、窓口的にやはり慣れていか

ないと、こういったいい制度を活用していけ

なくなるので、できる限り多くの各課の、市

民と連携をとる方々は、この制度に関しては

熟知していただきたい。それと制度的に申請

が上がれば、できる限り速やかに通していた

だけるようにお願いしたいところです。何か、

一言あればおっしゃっていただいて結構です。 

○議長（井上勝彦君）総務部長。 

○総務部長（森川嘉久君）ご指摘の点につい

ては、ごもっともでございますので、今後そ

のような形で、スムーズな運営に努めたいと

いうふうに思います。 

 それから、先ほど大変失礼いたしましたが、

手元にちょっと要綱がまいりましたので、概

略だけご説明をさせていただきます。 
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 コミュニティ助成事業につきましては、一

般コミュニティ助成事業、それからコミュニ

ティセンター助成事業、地域防災組織育成事

業、青少年健全育成助成事業、共生の地域づ

くり助成事業、地域の芸術環境づくり助成事

業、地域国際化推進助成事業、活力ある地域

づくり助成事業といたしまして、地域資源活

用助成事業、広域連携推進助成事業、活力あ

る商店街づくり助成事業というような形の助

成内容になっております。細かい点につきま

してはちょっと省略をさせていただきます。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 ８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）消防費についてお尋ね

いたします。17ページですが、一般報奨金で

補正が出ています。 

○議長（井上勝彦君）ちょっとお待ちくださ

い。消防はまだでございますので。 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、９款消防費、10款教育費、16ページから

19ページまで、質疑ありませんか。 

 ８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）先ほどはどうも失礼し

ました。消防費の一般報奨金でございますけ

れども、これ、予算の上げ方なんですけども、

当初予算では組めないものなんでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）消防長。 

○消防長（大谷 明君）この一般報奨金につ

きましては、消防団員の退職報償金でありま

して、退職の日が24年３月31日となっており

ます。よって、23年度の３月補正には間に合

いませんので、24年度の６月補正で不足分、

今回は49名の団員に退職報償金が出されます。

その総額が2,313万5,000円ということになっ

ております。現計予算が924万円、差し引き

1,389万5,000円を今回計上させていただきま

した。 

○議長（井上勝彦君）８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）退職団員の報奨金とい

うのは、事前にほぼおわかりになるんじゃな

いかなと思うんですけどもね。それは団の方

といろいろと情報の交換はされてますので、

本予算の段階でも、こんな大きな補正を出さ

なできないというものじゃないんじゃないか

なと思うんですが、そうじゃないんでしょう

か。 

○議長（井上勝彦君）消防長。 

○消防長（大谷 明君）団員の退職の届け出

というのが、３月の20日前後ぐらいにしか出

てきません。なぜ遅くなるかというと、団員

が退団されるということは、また新入団員も

入れらなあかんということで、それにある程

度、消防団員の役員が頑張ってくれて、欠員

の出ないようにということでやってくれてま

すので、どうしても退団届けというのが出て

くるのが遅くなるということになっておりま

す。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、歳

出を終わります。 

 引き続き、歳入に入ります。４ページをお

開きください。歳入全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、歳

入を終わります。 

 それでは、歳入歳出全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 ６番 辻本君。 

○６番（辻本 勉君）歳出のところで、13ペ

ージの児童福祉総務に要する経費ということ

で、別紙資料でいただいておるんですが、こ

れは県費負担ということで、県補助金で地域

－179－ 



子育て特別支援事業ということで、児童虐待

に関する関係で使われると思うんですが、こ

の別紙資料１の１ページで具体的に書いてい

ただいておるんですけども、ちょっと中身に

ついて、もう少し具体的にお教え願いたいん

です。報償費で講師謝金がかなり大きく使っ

ておられますし、車ということも載ってます。

その辺、具体的に詳しくお教え願いたいんで

すけど。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）この事業は、

和歌山県の地域子育て特別支援等事業費補助

金でございまして、その中身といいますのが、

先ほど議員も調べてました児童虐待防止対策

の緊急的な強化を図るという一つの大きな目

標がございます。補助対象事業といたしまし

ては、その中で子育て支援施策に係る事務の

効率化を図るための電子システム化の取り組

み、それから児童の安全確認等のための体制

強化、それから児童虐待防止対策強化のため

の広報啓発、それから児童虐待防止対策強化

のための資質向上、それから児童相談所、市

町村の体制強化のための環境改善というよう

な、いろんな項目がありまして、それに該当

する予算を今回６月補正予算で計上させてい

ただきました。この補助金につきましては、

100％県の補助金になることになります。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）６番 辻本君。 

○６番（辻本 勉君）大変いい補助金をつけ

ていただいて、児童虐待防止ということで取

り組んでいただけるという大変ありがたいこ

となんですが、児童虐待防止については、地

域の目といいますか、周りの目ということが

大変一番大事な部分になりますので、児童虐

待防止対策強化のための広報啓発というもの、

これがかなり重要ではないんかなと思うんで

す。そういうのでいきますと、大阪市は橋下

市長がオレンジリボン運動を展開しまして、

児童虐待防止に大変取り組まれておるんです

けども、本市も子ども会を中心として児童虐

待防止のためのオレンジリボンをこども課で

手づくりでやっていただいて、現在、私も付

けておる、今日は付けてないですが、私も付

けておるんですが、そういう意味でいきます

と、この広報啓発は大変大事なので、このい

い予算がついておりますので、この備品購入

等いろんなところで広報のためのオレンジリ

ボンといいますか、バッジ型のいいのがあり

ますので、そういうオレンジリボンをぜひと

も購入いただいて、市内全域にやはり広報活

動をしていただきたいなと思うんですけども。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）議員がおっし

ゃられたオレンジリボンというのが、こうい

うリボンでございます。私どものほうも、啓

発というのが非常に重要ということで考えて

おりますので、今回の６月補正予算の中で、

そのオレンジリボンのバッジを購入してまい

りたいと、かように思っております。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）９ページの総務費の

国際交流に要する経費のところで、日中友好

交流都市中学生卓球交歓大会参加費というの

がございますが、これのご説明をもう少し詳

しくしていただきたいと思います。中学生２

名、それと教諭２名と市職員１名の随行経費

ということで上がってきているのですが、そ

の選考方法等わかりましたらお教えいただき

たいと思います。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）この旅費と申しま

すか、国際交流に要する経費でございますが、

これにつきましては日中国交正常化40周年と

いうことで、それを記念いたしまして、日中
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両国の中学生による卓球大会が、中国の北京

のほうで平成24年８月の、今年の８月の17日

から19日の三日間大会が行われることになり

ました。それで、日本からは友好都市を結ん

でおる自治体、そしてまた友好関係にある自

治体、これについては352自治体がございます。

その中で、今回、全国で100チーム程度を参加

を促しておるということで、和歌山県からは

橋本市だけの参加になります。和歌山県にお

きましても、６自治体が友好都市というよう

な形で結んでおるんですけども、問い合わせ

てみますと、ほかの自治体におかれましては、

今回は参加をしないということでございます。 

 それと、あと一点ご質問の、この選考なん

ですけども、これにつきましては教育委員会

のほうに一任をしてございます。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 

○教育次長（山本芳弘君）選手のほうの選定

につきましては、基本的には男女１名という

形でやっておりますけども、今のところ、現

在まだ選定中というところでございます。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 ８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）同じく９ページでござ

いますが、公文書デジタル化事業委託料、緊

急雇用創出事業でされる委託料ですけども、

この内容についてと、そして、その下にあり

ます庁舎管理に要する経費の電話交換業務委

託料の110万円につきまして、お尋ねいたしま

す。特に、電話交換業務委託料の補正がなぜ

必要であったのかという点と、デジタル化と

いうことが、どの程度のデジタル化なのかな

と。費用的に大変安いものですから、何され

るんかなというふうに思いますのでお尋ねい

たします。 

○議長（井上勝彦君）総務部長。 

○総務部長（森川嘉久君）この事業につきま

しては、緊急雇用創出事業臨時特例基金活用

事業補助金ということで、以前からあるわけ

でございますが、その事業対象になるという

形で、一応県のほうとも協議をいたしました

結果、交付金の対象としていただけることと

なりましたので、全額100％補助金で重要公文

書のデジタル化を行うことにしております。 

 これにつきましては緊急雇用でございます

ので、ハローワークを通じまして、失業者対

策ということで４人新規雇用をさせていただ

きまして、100日、工期は４カ月程度になるわ

けでございますけども、９月の上旬から２月

末までぐらいを予定をいたしまして、パソコ

ンあるいはスキャナー等で、公文書をＰＤＦ

ファイル化を行っていくということでござい

ます。最終成果品につきましては、ＤＶＤ－

Ｒで２枚程度。それから外付けハードディス

ク１セットという形で計算をした経費でござ

います。 

 対象の文書につきましては、今のところ議

会事務局の書庫、それから文館書庫の議会議

案書等を対象に考えておりますということで

ございます。 

 それから、２番目の電話交換の業務委託で

ございますけども、これにつきましては、従

来から正規の職員で対応しておったわけでご

ざいますが、今回、職員の転任試験が実施さ

れたことに伴いまして、電話交換手につきま

しては従来技能労務職という形で位置付けら

れておりましたけども、一般職員への転任が

１名されました。それに伴いまして、現在２

名の職員で対応しておるわけでございますけ

ども、１名分について、途中になるわけでご

ざいますけども、民間委託という形で委託を

していきたいと。これにつきましては、以前

から行政改革の一環で、民間委託化を進めて

いくということもございましたので、今回条

件が整いましたので、そういう形で進めてい
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くということで予算計上をさせていただいて

おります。 

○議長（井上勝彦君）８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）公文書のデジタル化と

いうことで、議会の分もされるということな

んですけども、この文書のデジタル化という

のが、先進自治体ではかなり取り組まれてき

てるんですけれども、本市においてはこのデ

ジタル化について、今後どのように考えてお

られるのか。もっと積極的に電子化を進めて

いくべきではないのかなというふうに思いま

す。そのあたりの、現在の研究されている段

階というか、方向と段階といいますか、それ

を教えてください。 

 それと、電話交換業務につきましては、行

政改革の対象になっておるわけですけども、

１名、今回転任試験ですか、かわられるとい

うことですが、これも行政改革という視点か

ら、観点で、いつ完全に民間化できるんでし

ょうか。 

○議長（井上勝彦君）総務部長。 

○総務部長（森川嘉久君）まず１点目の、公

文書のデジタル化の件でございますが、これ

につきましては、現在もできる分については

取り組んでおりまして、こちらで議案書につ

きましても、議場についてはペーパーで把握

させていただいておりますけども、庁内関係

各課で見る分については、今ＰＤＦ化したも

のをデジタル的に配付しております。必要に

応じましてプリントアウトする場合もござい

ますが、そういう形で配付をしておるところ

でございますけども、ほかの事務的な文書に

つきましては、現在のところそういう形のこ

とはできておりません。 

 それから、以前から書庫等のスペースの関

係もございますので、デジタル化については

研究を進めておりますが、残念ながら、以前

は紙文書での保管ということも規定されてお

ったようなところもございまして、それから

費用の点が、研究した結果、かなり高額にの

ぼるということで、なかなか進んでいないの

が現状でございます。 

 それから、ちょっと一点申し忘れましたが、

税関係の文書につきましては、紙ベースでの

保管以外の形が認められるようになりました

ので、電算システムの中で現在保管しておる

部分もございます。 

 今後の方針でございますが、これは費用対

効果という形になるかと思うんですけども、

順次こういう形の費用についても、パソコン

等の装置が安くなってきておるところもござ

いますので、できるだけ新しい文書について

はそういう形で保管が可能なんではないかと

いうことで、研究を進めていきたいというふ

うに思います。ただし、過去の文書につきま

しては、これを一旦ＰＤＦ化ということにな

りますと、現在これにつきましては補助制度

がありましたので100％補助金でできるわけ

でございますけども、かなりの人件費、労務

費が必要になってきますので、ここらにつき

ましては、今後研究を進めていくことしか現

在のところ考えておりません。 

 それから、２番目の電話交換につきまして

は、今後転任試験のこともございますので、

できるだけ方針といたしましては民間委託と

いう行革の方針がございますので、それに向

けて進めたいというふうに思っておりますが、

今、一般事務職ではない職員を配置しており

ます関係上、今後の人事運用を見ながら、で

きるだけ速やかに民間委託を進めていきたい

というふうに思っております。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお
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ります議案第１号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第１号 平成24年度橋本市一

般会計補正予算（第１号）について を採決

いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第13 議案第２号 平成24年度橋本市

介護保険特別会計補正予算（第

１号）について 

○議長（井上勝彦君）日程第13 議案第２号 

平成24年度橋本市介護保険特別会計補正予算

（第１号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。全般について行

います。 

 質疑ありませんか。 

 17番 松本君。 

○17番（松本健一君）歳出のほうで、９ペー

ジの、地域ふれあいサロン事業助成金144万

7,000円に関してです。これは当初予算でも、

説明予算でも、徐々にどんどんと進んできて

いるというご説明があって、今回も補正が組

まれてということで、すごくいいことだと思

うんです。高齢者の方々が、こういった地域

の場所に出ていっていただいて、介護予防に

つながることなので、どんどんとやっていた

だきたい。そのあらわれとしてこういう補正

が組まれてくるということは、大変良いこと

だと認めれます。 

 ただし気がかりな点が、参加したいという、

登録したいというところへの説明として、ふ

れあいサロンを始めませんかという、こうい

ったものがお渡しされるんだと思うんです。

ここの中に、６ページなんですけど、開催場

所はということで、会場の例、集会所、地区

会館、公民館、ここまではいいんです。個人

の自宅、団地の集会所、お寺、お宮というふ

うに書かれているんです。公的な場所という

のは、この事業を行う以前の問題で、場所の

使用の許可を得るときにさまざまな制限があ

ります。その一つが政治的、宗教的活動を目

的としないこと。それと営利を目的としない

こと。というのは、公民館とかもこういう条

件がなされて貸されていると思うんです。こ

こで誤解を生むとあれなので一応説明してお

くと、我々議員が市民全体に議会報告会をし

たいとか、それは制限の対象にならないとい

うのは、中央公民館長に以前お話を聞かせて

いただいたんですけれども、ただ、政党活動

であったりとか、それと思想の関連のことと

いうのは、やはり制限していかないといけな

いと思うんですけれども、これからこの事業

を、どんどんと団体を増やしていく中で、こ

ういった政治的、宗教的活動を目的としない

ことということを、このふれあいサロンの説

明に取り入れていく、もしくは、もう既に規

定、要綱等の中に盛り込まれているのかどう

かをご回答いただけますでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）そもそも地域

ふれあいサロン、それからいろいろ市では、
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げんきらりー教室等々をやっておるんですけ

ど、その本来の目的というのはあくまで介護

予防でございまして、何ら政治的な集会とか

そういうものでもございませんし、宗教的な

ものも一切ございませんので、現行のままで

進めてまいりたいと、かように思っておりま

す。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）そう言われるのかなと

思って。実はこれは、言わせていただくのは、

去年の６月に、あるサロンを使っていらっし

ゃる方から、あるサロンの毎月配られている

サロンだよりが、あまりにも露骨に思想的な

表現が使われていると。それと、そこに行く

と、ある政党のイベントであったりとか、そ

ういう勧誘を受ける。すごく心証が悪いとい

う、そういうふうに変わってきているという

ふうにご指摘を受けました。確かに、ここに

そのコピーがあるんですけれども、これを読

ませていただくと、そうとれます。 

 活動をする方々というのは、先ほど申しま

した、その使用目的を管理しているところが

あるんです。それと、任意団体であったとし

ても、それぞれがこういった政治的な活動を

制限するという規定を設けて、団体の活動を

されています。ただ、それがすべての団体が

そのようになっているかどうかというのは、

必ずしもではない。それが任意団体ですから、

それをやはり制限をかけるというのは、この、

ふれあいサロンを始めませんかという案内の

中に、しっかりと入れておくべきことです。 

 これに関しては他市でも、これはきのう出

してみたんですけど、東京の足立区の社会福

祉協議会、うちも以前は社会福祉協議会でや

っていた事業ですけども、そこのふれあいサ

ロンの登録条件の中の、サロン活動者という

ところには、しっかりと「政治的、宗教的活

動を目的としないこと」、「営利を目的としな

いこと」と明記されています。これは、市と

してもこの事業を進める上で、我々の公費を

使ってやっている事業であれば、必ずこれを

守っていただける団体を認めていくというふ

うにしなければ誤解を生む。誤解だけではな

いはずです。逆に、やっぱりおかしいという

ふうに、我々が出しているお金が政党活動に

使われる。そういう甘い汁を吸わすというこ

とになりますから、ここはしっかりと規定に

盛り込むというふうにお答えいただきたいん

ですけれども、いかがですか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）地域ふれあい

サロンというのは、目的というのは、私が先

ほど言わせていただいたとおりでございまし

て、それが議員お尋ねの政治的、宗教的なこ

とで利用されているということになれば、そ

れはもってのほかなことでございます。目的

外使用ということになろうかと思います。 

 したがいまして、私ども一度、その辺、調

査を一回させていただきまして、もしそうい

う……。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）調査はもう１年前から

してるで。１年前に言ってるんやで。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）そうですか。

私、４月１日から部長になりましたので、私

としては、はじめて聞かせていただきました。 

 で、それを一応調査させていただきまして、

それが本来そういうことで利用されていると

いうことであれば、やっぱり是正していかね

ばならないし、当然その団体に対しては、指

導もしていかなければならないと、かように

思っております。場合によっては、きちっと

明文化をしていくということになろうかと思

います。 

 以上でございます。 
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○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 22番 中本正人君。 

○22番（中本正人君）ただ今の関連ですけど

も、地域ふれあいサロン事業助成金として144

万7,000円となっています。これについて、私

は何も問題もありませんし、本当にいいこと

だと思います。 

 その前に、ちょっと私、今お話しさせてほ

しいのは、本市は介護予防事業につきまして

は県下でも先進地ということで、和歌山大学

の金川先生だったと思うんですけども、お話

ししたところ、橋本市はすごいですよという

ふうに言ってもらったので、私も胸張って帰

ってきたということを覚えておるんで、ご報

告しておきたいと思います。 

 そこで、ちょっとお伺いしたいんですけど

も、この144万7,000円という金額の根拠とい

うのは何から出ているのか、ちょっとお伺い

します。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）議員がこの前、

私もテレビを拝見いたしましたら、和歌山放

送のほうでいろいろ橋本市のＰＲ等していた

だきました。本当にありがとうございました。

まずは御礼を申し上げたいと思います。 

 今回、この補正予算の144万7,000円でござ

いますけども、現在、31箇所の地域ふれあい

サロンというのが開設されてございます。24

年度で３箇所、今準備されているところがご

ざいまして、既にもう立ち上がっているとこ

ろもございます。１団体といたしまして17万

8,000円ということで考えておりまして、それ

が３団体ということでございますので、それ

が53万4,000円、さらに今年度で、まだ開設し

たいという旨の準備をされている地区がござ

いまして、それは年度途中から入ってくると

いうことになりますと、一応13万8,000円、そ

の分だけを、１団体だけを見まして、合計144

万7,000円、当初、見込みで587万1,000円を組

んであったんですけども、最終的には654万

3,900円が要ると、所要額が要るという見込み

の中で、今回不足額について144万7,000円を

補正させていただいたということでございま

す。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第２号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第２号 平成24年度橋本市介

護保険特別会計補正予算（第１号）について 

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第14 議案第３号 平成24年度橋本市

病院事業会計補正予算（第１号）

について 

○議長（井上勝彦君）日程第14 議案第３号 

平成24年度橋本市病院事業会計補正予算（第
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１号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。全般について行

います。 

 質疑ありませんか。 

 ３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）４ページに電子カルテ

一式ということで６億7,000万円ですか、新し

くかえるということかと思うんですけどね。

病院が開設して約８年目かと思うんですが、

当時、最先端の電子カルテシステムだという

ことでお聞きしてたんですが、この８年目に

して新しくせんなんという、その辺の理由等

についてお尋ねします。 

○議長（井上勝彦君）病院事業管理者。 

○病院事業管理者（石井敏明君）まずもって

補正で多額の計上をということで、ご心配な

りご心労なりをおかけしておることをおわび

申し上げたいというふうに思います。 

 ご指摘のように電子カルテでございますが、

市民病院がオープンして７年経過し、今現在

８年目です。したがってシステムの構築から

８年経過しておるわけです。ご指摘のように、

現在も何支障なくシステム全体は動いていま

す。ところが、電子システム等についての業

界のあり方、それから契約の仕方等全般につ

いての話でございますが、通常、７年が保守

責任期限ということで動いておりまして、こ

れが役所でもそうですし、企業全般そうです

が、保守期限とハードもソフトも期限がつい

ているんです。そして、８年前のソフトとい

いますのは、当院が動かしておりますのは

Windows2000というシステムで動かしており

まして、Windows2000はもうマイクロソフト社

がメンテナンスしないということで、もう中

止になっておるソフトなんです。したがって、

ハードもどんどん変わってくる、動かしてい

るソフトもメンテナンスしないということに

なると、万が一ダウンしたときに立ち上がら

せないという支障がございまして、期限が来

れば更新をしなければならないと。 

 なぜ補正に至りましたかということにつき

ましては、ご心配いただいておりました多額

の債務を抱えて、病院が７年たって今日よう

やく平成23年度決算で若干の黒字を計上でき

るまでになったということなんですが、実情

を見てみますと、当初の設備投資が過大な設

備投資と医療機械、それから建物もして、そ

して経営的にも非常にそれが圧迫したと。医

療機器だけでも45億円ぐらい買っているわけ

ですが、それらの償却がすべて７年間で終わ

ったと。当初設備したものが終わったわけで

す。電子カルテもしかりなんです。６億円で

投資してあるんですけども終わった。そした

ら再投資の時期が、この８年目から８年前に

投資したものがそっくりそのまままた再投資

の時期に今来ておるわけでして、第１号がこ

の電子カルテということになります。だから

ＣＴであるとか、ＭＲＩであるとか、高額医

療機器というすべてが時期に来ておりまして、

それをいかに長く使うかというのが私たちの

仕事であるわけです。 

 電子カルテも、ちょっとでも長く使えとい

うことで、職員にはそのように伝えるととも

に、メーカーにはまだまだ支障なしに動いて

いるんやから、うちは動かすんでと言うて、

私個人でちょっとごんたをあげたんです。で、

１年遅れて今ようやく補正の話になってしま

ったんですけども、当初ではメーカーと話が

つかなくて、そして、もうそんなん天下の日

本電気が橋本市民病院の機械よう守らんて、

そんな話は聞けませんということまでごんた

あげまして、ところが院内協議なり、いろい

ろやって、それから他の病院の状況も研究し

ますと、やはり７年来たら、それぞれ更新し

ているという実態がありますので、そんなに

ごんたあげておってもいかんのかなというこ
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とで、起債の申請をすることになりまして、

24年度で更新をしたいということで、起債申

請をさせていただき、補正で議会でお認めい

ただきたいということになっております。 

（発言する者あり） 

○病院事業管理者（石井敏明君）電子カルテ

の分野では、５億7,750万円で、そういう理由

でございます。よろしくお願いいたします。 

 したがいまして、引き続いてＣＴ、ＭＲＩ、

それから電子カルテの更新、前々から懸案に

なっておりましたＩＣＵの建設、これも数億

円かかります。それらが一気に借金の返済に

今後また入ってきます。したがって、その経

営好転の兆しのところに、また再度ブレーキ

がかかるということは否めません。 

○議長（井上勝彦君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）力の入ったといいます

か、営々と答弁いただきありがとうございま

す。私が聞きたかったことは二つなんです。

この新しく電子カルテを導入することによっ

て、この電子カルテということで、一番患者

から聞いたのは、医師がパソコンのほうを向

かって診察していると。患者さんのほうを向

いてくれへんという、たくさん聞きました。

最近はあまり聞かないんですが、こうしたこ

とが一つは解決されるんでしょうか。多少と

もですよ。 

 したがって、新事務局長あたりから、そん

なん建物建てる前からわかっておった話違う

んかいと、民間的発想はとてもそういう発想

では成り立ちませんと言われているんです。

機械もそうですし、建物もそうですし、そん

なん年間とにかく運営する限り、毎年の償却

というのは同じ話じゃないかというて、民間

はすべてそういうことを勘定済みでやります

と。なぜ公立はそれができてないんですかと

いうて、おしかりを受けているんですが、と

にかくも７年間動かしてきました結果ですか

ら、今後、それをできるだけ平準化していっ

て、そして費用の変動をなくさなければ、同

じような波を繰り返すということは否めない

のではないかと思っておるところでございま

す。 

 それからもう一つ、これは職員の話ですが、

いろんなデータを入力するのに、非常に手間

かかるというんか、時間かかるというんかな。

時間外等も発生するぐらい苦労しているとい

うことなんですよ。この電子カルテを使って

る医師の方はおっしゃいませんけれども。そ

の点について、相当改善されるのかどうか、

この二点、簡潔にお答えください。 

○議長（井上勝彦君）病院事業管理者。 

○病院事業管理者（石井敏明君）診察のとき

に画面を見てということで、極端に言いまし

たら、電子カルテ、画面ばかり見らずに患者

さんを見てというのは基本でございますので、

医師も当然そういうことは先刻承知です。し

かし、データを見てというのは今の今日の医

療の実態でございますので、ある程度は仕方

ないのかなと。だけど、そういうことはよく

苦情として聞きますので、院内の会議等では

よく話が上がりますが、しかし、それをなく

してというわけにはいかないというふうに思

います。 

 今回の補正の内訳でございますが、当初予

算9,340万円に５億7,750万円というのが電子

カルテの部分でございます。当初の9,340万円

といいますのは、医療機器の単年度の更新で

ございまして、毎年ドクターから要望がある

ものを精査して、導入効率の上がる機器から

順次購入していくというやり方をとっており

ます。それから、経費の分でございますけど

も、520万円の補正が上がっていると思うんで

すが、これは24年の４月で高野山病院が廃院

になりまして、診療所に切り替わりました。  それから、電子カルテで職員が非常に大変
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だと。その辺も事実だと思います。私どもは

電子カルテを入力するがために時間外が増え

るという実態がある、それも他の施設等も視

察したり、またシステム上の改善をいろいろ

したりということはたびたびやっているので

すけれども、やはり看護、医師の仕事は患者

と接してが基本なんですが、それが非常に多

忙になると入力が時間外になるということが

あるわけです。それをシステム的にどうやっ

て改善していくかというのを、一々打たなく

ても、ある程度そのペーストでこの処理を整

理するような辞書形式に変えていくとか、そ

れから一回一回入力せずに、現場で一件一件

片付けていくとか、入力の簡易化のソフト研

究もやっているわけですが、しかし、時間外

が増える。入力が難しいということで、実際、

経営上は、電子カルテはあまりメリットがな

いというふうに思いますが、今日の情勢とい

たしましては、いたし方ないのかなというふ

に思っております。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 12番 清水君。 

○12番（清水信弘君）素人がちょっとお伺い

するんですけれども、年寄ってきますと、い

ろんな病名が気になってくるんですけれども、

新しいシステムで、旧のシステムと比べて、

いろいろ項目を打ち込んでいって、新しいと

いうか、違う病名に導かれるということがあ

るんでしょうか。ちょっと教えてほしいんで

すけど。 

○議長（井上勝彦君）病院事業管理者。 

○病院事業管理者（石井敏明君）結論から言

いますと、そういうことはございません。病

名は医師が診察をして、医師がつけるわけで

すが、それをホストに反映するときにはコー

ド化されているんです。分類化できるように。

それらは事務方で常にチェックをやっており

ますので、それで病名が確定していくという

ことになっておりまして、変更することはあ

りません。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）関連で二つ質問させて

いただきます。 

 まず一点目は、時代の流れ、ニーズという

ことで、このたび電子カルテシステム一式と

いうことで補正をかけていただいて、これは

何年もちますかということと、それともう一

点は、先ほどご説明の中でＩＣＵも含めて、

これからまだまだ医療機器も新しい機械に更

新していかなければならないというご説明を

聞きました。その中で、アバウトで結構です

ので、今後どれぐらいそういう機器に対して、

それもまた耐用年数とかいろいろあると思う

んですけど、どれぐらいのお金が必要か、そ

の２点、ご説明よろしくお願いします。 

○議長（井上勝彦君）病院事務局長。 

○病院事務局長（豊岡 宏君）お答えします。

まず、電子カルテの寿命でございますけど、

法定耐用年数は５年ということになっており

ます。ただ、実際には私の今までの経験から

すると７年。実際に今の当院のシステムは８

年でございますので、そこら辺が実際の寿命

かなというふうに思っています。 

 それから、今後の設備投資の予測でござい

ますが、先ほど事業管理者のほうから、私ど

もの一番最初の設備投資のときに45億円設備

投資をかけたというふうに言っておりました。

そのうち約６億円が今回の電子カルテでござ

いますが、極端なことを言えば、残りの39億

円発生すると。まずそう思っていただいて間

違いないかと思います。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）よくわかりました。た

だ、市民病院に関しては、独法化に向けて今

進んでいるというか、そういう状況でござい
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ます。管理者のほうからご説明聞いたんです

けど、やはりこういう返却が終わってやっと

黒字経営になっているということです。本当

に大変だと思うんですが、今これから本当に

ご説明聞きましたら、お金のかかる話ばかり

で非常に大変だと思うんですけど、経営のほ

う、黒字経営になるようにご尽力いただきま

すように、よろしくお願いいたします。 

○財政課長（吉本孝久君）以前に都市銀行を

入札の業者に入れましたところ、辞退をされ

たという経過がございます。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 10番 妙中君。 

○10番（妙中嘉三君）私も市民病院は大変利

用させていただいております。私も医療従事

というんですか、パラメディカルという仕事

をしているんですけども、このような補正予

算の中で病院のいろいろな事情を聞くという

こと自身、僕は大変ナンセンスに思えるんで

す。実際言うて、電子カルテなんか本当に必

要だということで補正予算を提案されている

と思うんですよ。それにはいくら要るかとか、

今後医療器の改善とか、あるいはインフォー

ムドコンセントというんですか、それこそ患

者がそれぞれ医師に接して対応しておる姿を、

僕は本当にたくさん見ています。市民病院で

もたくさん見ています。そんな中で、地域の

拠点病院として橋本市民病院は立派に機能し

ていると僕は思うんです。 

○議長（井上勝彦君）答弁よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

 １番 松浦君。 

○１番（松浦健次君）私、１週間ぐらい市民

病院でお世話になりまして、大変親切に、先

生にも看護師にもしていただきまして、あり

がとうございました。 

 企業債について伺います。起債の相手方を

どのようにして決められるのかと。利率等の

点で、いろいろと収支、違いが出てくると思

うんですけども、どういう条件で、どういう

基準で相手を選択されるかお教え願います。 

○議長（井上勝彦君）財政課長。 

○財政課長（吉本孝久君）起債の借り入れに

つきましては、入札で決定をいたします。 

 だから、その日々の医療の不服とかそうい

うような注文も、僕はちょいちょい見ておる

し、聞いてますけども、これはほんまに何と

いうか、たくさんの医療スタッフをそろえて、

その中でも医療のスタッフが足りない、給料

が少ないという中で、こんだけのことを補正

を組むことで、我々が全く素人ですやん。そ

んな中で病院の経営に、それは無駄遣いして

おったら、いっぱい言うたらええと思うんで

すけども、最低限のことを補正予算に上げて

きております。 

○議長（井上勝彦君）１番 松浦君。 

○１番（松浦健次君）相手方とかいろいろ今

質問したんですけども、質問に答えてくださ

い。 

○議長（井上勝彦君）財政課長。 

○財政課長（吉本孝久君）市中銀行でありま

す紀陽銀行、南都銀行、それからＪＡ、きの

くに信用金庫等でございます。 

○議長（井上勝彦君）１番 松浦君。 

○１番（松浦健次君）ほかに大手銀行とか入

れたら、自由競争して橋本市にとっては有利

となる、そういうふうに素人的には思うんで

すけども、なぜそういうふうに限定している

んですか。 

 だから、皆さん、どうか本当に議員の皆さ

んは、温かい目で市民病院を育てて、立派に、

和歌山県立医大の分院もかつらぎ町に大変充

実してきております。そんな中で、よう聞い

てみたら病院のスタッフの給料、医者が足り

ない、医者が足りないというのは、本当を言○議長（井上勝彦君）財政課長。 
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えば、お金が足りないから医者が足りないん

ですよ。こんなローカルな場所へ医者に来て

もらうということは至難のわざなんです。そ

れを懸命に管理者以下、きょうは病院長も事

務局長も来てくれております。それを皆さん

がほんまに温かく見守って、何とか皆さんの

給料を上げて、医者を呼べる方法を皆さんで

思案していただいたらどうでしょうか。 

 それで、そろそろ独立行政法人になってい

くということで、市の負担もありますけれど

も、それはもう皆さん、絶対かからんなん病

院やから。ほいで我々がそこにかかったら、

まだ割安になってるんですよ。そんな中で、

いろいろ注文するのは大変僭越ですけど、議

員の皆さんには僭越ですけど、ちょっと何て

いうんかな、病院を温かく見守るつもりで、

補正予算が出てきたら、はいはいと皆さん聞

いてあげてください。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）答弁要りませんね。 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第３号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第３号 平成24年度橋本市病

院事業会計補正予算（第１号）について を

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 この際、11時10分まで休憩いたします。 

（午前10時52分 休憩） 
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